
星を編む／凪良ゆう 

昨年の本屋大賞『汝、星のごとく』の続編。短編集。 

表題作「星を編む」は漫画原作者・作家となった櫂を担当した 

編集者二人。才能という名の星を輝かせるために、魂を燃やす 

編集者たちの物語。 

瀬戸内の島で出会った櫂と暁海。二人を支える教師・北原が秘

めた過去を描いた「春に翔ぶ」 

  『汝、星のごとく』の先に描かれる、繋がる未来と新たな愛の 

形を描いた「波を渡る」 を収録。 
 

凪良さんは第１７回『流浪の月』で大賞を、第１８回にも「滅びの前

のシャングリラ」でノミネートされています 
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                 春休みの長期貸出中 
               

                 返却期限   4月１２日 （金） 

                 貸出冊数      8冊 
 

              ＊ただし中学３年生は卒業証書授与式 

（3/２２）に返却して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本屋大賞特集 

本屋大賞とは？ 
書店員の投票で決定します。過去一年の間、書店員自身が自分で読んで 

「面白かった」、「お客様にも薦めたい」、「自分の店で売りたい」と思った 

本を選び投票して決定する賞です。今年は第２１回目。 

本に贈られる賞は直木賞や芥川賞など多々ありますが、本屋大賞は 

ちまたでも毎年話題になります。中高生に身近な賞かもしれません。 

過去の本屋大賞、ノミネート作品はすべて図書館で所蔵しています。 

今年のノミネート作品はこの 10冊 

ニューワールド  
凪良ゆうの世界 

これまでの作品や本屋大賞受賞作 

の裏話、親しい作家さんとの対談。 

オリジナル短篇も収録した 

ファン・ブックも出版されました 

成瀬は天下を取りにいく／宮島未奈 

中 2の成瀬は夏休みやりたいことがある。コロナ禍、閉店を 

控える西武大津店に毎日通い、テレビ中継に映りこむというのだ。 

そしてM-1に挑みたいと幼なじみの島崎みゆきを巻き込んで 

お笑いコンビを結成、予選に出場する。 

さらに高校では実験のためと坊主頭にしたり（卒業までにどのくら

い伸びるか）、競技かるた部でも全国大会を目指す。こんなクラス

メイトがいたらもう目が離せない！ 

きっと成瀬が好きになる。 

 

シリーズ 2作目となる 

「成瀬は信じた道をいく」の表紙では 

大学生になった成瀬の胸に「びわこ観光大使」 

のたすきが！滋賀県在住の著者・宮島さんに 

よる滋賀愛と成瀬愛あふれる物語。 

放課後ミステリクラブ 

／知念実希人 

知念さんが子ども達に向け

て本気で書いた本格児童書

ミステリ。 

４年１組の天馬・陸・美鈴、通

称「ミステリトリオ」が先生の

依頼で動き出す。「ぼくは読

者に挑戦する」名探偵・天馬

の挑戦に、キミはこたえられ

るか！ 

スピノザの診療室 

／夏川草介 

医師の雄町哲郎は、最愛

の妹を亡くし、一人残さ

れた甥と暮らす為、将来

を期待されていた大学

病院を辞め、京都の町中

の病院で働いている。 

 

患者の幸せを決めつけ

ず、悩みながらもそれぞ

れの決断を受け入れて

いく哲朗の命への誠実

なまなざしが光る。 

 

スピノザは「人間の意志

では何も変えられない」

という思想つを持つ１７

世紀の哲学者。 
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